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六
月
十
二
日
、
東
太
美
地
域
（
南
砺
市
）
で
本

年
度
初
の
「
話
し
合
い
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
令
和
元
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昨

年
度
ま
で
県
内
四
十
か
所
の
地
域
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
新
た
に
十
か
所
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
住
ん
で
い
る
と
気
づ
き
に
く
い
事
に
気
づ
か

さ
れ
た
」
、
「
様
々
な
考
え
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
勉
強
に
な
っ
た
」
、
「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

人
と
知
り
合
え
た
」
な
ど
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

来
年
度
、
こ
の
事
業
を
地
域
活
性
化
に
取
り
入

れ
よ
う
と
お
考
え
の
地
域
は
お
気
軽
に
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
電
話

〇
七
六
・
四

四
四
・
九
六
〇
七
）

令
和
六
年
度

「話
し
合
い
事
業
」始
ま
る

南
砺
市
高
宮
の
「
み
か
く
グ
ル
ー
プ
」
（
高
島
文
子
・
代
表
）
が
干
し

柿
を
加
工
し
た
「
柿
娘
」
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
グ
ル
ー
プ
は

同
市
の
女
性
生
産
者
た
ち
十
一
人
で
一
九
七
八
年
に
結
成
さ
れ
一
九
八
〇

年
よ
り
生
産
に
取
り
掛
か
っ
た
。

こ
の
「
柿
娘
」
は
干
し
柿
の
ヘ
タ
と
種
を
除
き
ユ
ズ
を
入
れ
て
巻
い
た

も
の
で
、
干
し
柿
の
食
感
や
甘
さ
に
加
え
て
上
品
な
ユ
ズ
の
香
り
や
味
が

特
徴
。

通
常
毎
年
年
末
に
出
荷
が

ピ
ー
ク
と
な
る
干
し
柿
は
三

月
末
が
賞
味
期
限
と
な
る
。

そ
こ
で
多
く
の
人
に
同
地
の

名
産
品
で
あ
る
「
干
し
柿
」

の
魅
力
を
通
年
味
わ
っ
て
も

ら
お
う
と
冷
凍
保
存
と
真
空

パ
ッ
ク
で
買
い
上
げ
後
は
冷

蔵
庫
で
約
二
カ
月
保
存
で
き

る
仕
様
と
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は

「
先
輩
た
ち
の
情
熱
や
意
志

を
引
き
継
ぎ
心
を
込
め
て

作
っ
て
い
ま
す
。
是
非
ご
賞

味
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い

る
。同

品
は
、
市
内
の
道
の
駅

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
な
ど

で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

名産品を６次化南砺市
女性グループ
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◆
山
崎
駐
在
所
よ
り

「
特
殊
詐
欺
防
止
」

と
「
カ
ギ
掛
け
運
動

の
取
組
」
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
皆
様
お
楽
し
み
の
桂
米

福
師
匠
に
よ
る
認
知
症

予
防
落
語
会
。
昨
年
度

に
引
き
続
き
山
崎
地
区
で

は
二
回
目
の
公
演
と
の
こ

と
。
富
山
弁
の
即
興
落
語

と
古
典
落
語
を
た
っ
ぷ
り

楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
朝
日
町
健
康
課
の
指
導
に
よ
る
一
〇
〇
歳
体
操

皆
さ
ん
ウ
ェ
イ
ト
を
持
参
さ
れ
、
四
五
分
間
に
わ
た
り
パ
ワ
フ
ル
に
体
を
動
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
運
動
不
足
の
小
生
は
ウ
ェ
イ
ト
無
し
で
も
汗
だ
く
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）

山
崎
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

六
月
三
〇
日
、
朝
日
町
や
ま
ざ
き
紅
悠
館
に
て
「
山
崎
い
き
い
き
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
三
年
目
の
山
崎
地
区
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
次
の
三
点
。

①
伝
統
行
事
等
の
地
域
文
化
の
継
承
（
各
町
内
の
祭
り
を
地
区
全
体
で
共
同
実
施
）

②
長
寿
環
境
（
一
〇
〇
歳
体
操
や
フ
レ
イ
ル
活
動
）
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進

③
山
崎
の
四
季
を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
（
今
回
は
②
を
実
施
）

山崎自治振興会
草原庄一会長

草
原
会
長
は
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
後
、
山
崎
地
区
の
伝
統
芸

能
「
盆
踊
り
」
の
唄
と
囃
子
を
学
ぶ
講
座
を
五
回
実
施
し
、
若
手
へ
の

継
承
を
実
施
、
一
〇
月
二
〇
日
開
催
の
「
朝
日
町
町
制
七
十
周
年
記
念

山
崎
敬
老
会
・
山
崎
の
祭
り
と
伝
統
芸
能
発
表
会
」
に
て
そ
の
成
果
を

発
表
す
る
と
の
こ
と
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
総
仕
上
げ
と
し
て
①
の
祭
り
の
音

源
の
録
音
（
保
存
）
を
完
了
さ
せ
る
と
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
ま
す
！

（
朝
日
町
）

中
山
間
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業「
魅
力
い
っ
ぱ
い
！
山
崎
」

★
地
域
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
新
人
Ｎ
が
、
ち
ょ
っ
こ
し
お
邪
魔
し
ま
し
た

潰したご飯を両面焼いて、胡麻味噌がたっぷり
塗ってあって、とてもおいしい！

お土産 朝日町山崎伝統料理「みそかんぱ」
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臼浪水

綽
如
上
人
像

井
波
と
共
生
す
る
瑞
泉
寺

真
宗
大
谷
派
井
波
別
院
瑞
泉
寺
の
門
前
町
南
砺
市
井
波
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
、
瑞

泉
寺
が
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
瑞

泉
寺
と
共
生
す
る
井
波
の
町
は
こ
れ
ま
で
瑞
泉
寺
と
共
に
発
展
し
、
こ
れ
か
ら
も
瑞
泉
寺

の
歴
史
や
遺
産
を
未
来
に
継
承
し
て
発
展
す
る
町
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

真
宗
大
谷
派
井
波
別
井
瑞

泉
寺
の
成
り
立
ち
は
、
浄
土

真
宗
第
五
代
の
綽
如
上
人

（
し
ゃ
く
に
ょ
し
ょ
う
に

ん
）
が
、
山
中(

現
在
の
南

砺
市
杉
谷
地
内)

で
修
業
中

に
天
皇
の
命
で
上
京
す
る
こ

と
と
な
り
、
乗
る
馬
が
蹴
っ

た
地
面
か
ら
水
が
湧
き
出
し

た
（
臼
浪
水
：
井
戸
）
こ
と

か
ら
、
そ
の
地
を
「
井
波
」

と
命
名
し
、
そ
の
場
所
を
泉

が
湧
く
寺
と
し
て
「
瑞
泉

寺
」
を
建
立
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
泉
寺
は
、
三
度
の
火
災
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
一
五
八
〇

年
兵
火
に
遭
い
焼
失
す
る
も
加

賀
藩
・
前
田
利
長
公
が
選
ん
だ

「
井
波
拝
領
地
大
工
」
の
手
に

よ
っ
て
再
建
。
一
七
六
二
年
に

は
井
波
大
火
で
焼
失
。
こ
の
再

建
で
京
都
本
願
寺
御
用
彫
刻
師

よ
る
彫
刻
が
施
さ
れ
、
こ
の
時

彫
刻
の
技
法
を
学
ん
だ
井
波
拝

領
地
大
工
が
今
日
の
井
波
彫
刻

の
礎
を
築
き
、
発
展
し
今
に
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
八
七
九
年
に
も
焼
失
し
ま

し
た
が
、
継
承
さ
れ
た
優
美
な

彫
刻
と
と
も
に
再
建
さ
れ
て
今

日
に
至
り
ま
す
。

瑞
泉
寺
を
訪
れ
た
観
光
客
か

ら
は
「
あ
れ
、
な
ん
て
大
き
く

立
派
な
お
寺
が
あ
る
の

」
と

驚
き
を
隠
せ
な
い
言
葉
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
近
く
の
国

宝
建
築
を
見
て
か
ら
瑞
泉
寺
に

立
ち
寄
り
、
そ
の
見
事
さ
に
驚

く
素
直
な
疑
問
の
言
葉
で
す
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
瑞
泉
寺
は

木
造
社
寺
建
造
物
で
国
内
四
番

目
に
大
き
い
お
寺
な
の
で
す
。

山
門
の
優
美
な
彫
刻
、
本
堂
の

壮
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

六
三
〇
年
余
の
瑞
泉
寺
の
歴

史
に
は
、
三
度
目
の
再
建
以
降

も
語
り
得
な
い
様
々
な
歴
史
の

物
語
が
あ
り
ま
す
が
、
瑞
泉
寺

は
信
仰
の
力
、
井
波
の
人
々
に

支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
も
、

井
波
の
町
の
中
核
で
あ
り
象
徴

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

井
波
の
町
は
、
令
和
六
年
に

開
町
六
三
四
年
を
迎
え
、
古
く

か
ら
瑞
泉
寺
の
門
前
町
と
し
て

栄
え
今
日
に
至
り
ま
す
。

文
化
財
の
指
定
に
は
、
経

済
的
な
支
援
ば
か
り
で
な
く
、

瑞
泉
寺
の
環
境
を
整
え
る
た

め
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
な

の
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
は
、
瑞
泉

寺
と
の
共
生
を
図
り
、
井
波

の
活
性
化
と
さ
ら
な
る
繁
栄

を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
瑞
泉
寺
が
広

く
世
に
知
ら
れ
て
、
さ
ら
に

多
く
の
人
が
井
波
の
町
を
訪

れ
て
町
の
賑
わ
い
に
つ
な
が

り
、
瑞
泉
寺
を
核
と
し
て
観

光
・
交
流
人
口
・
移
住
者
の

増
加
な
ど
、
町
の
に
ぎ
わ
い

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん

。

令
和
四
年
に
は
地
元
の
皆

さ
ん
が
「
井
波
別
院
瑞
泉
寺

未
来
継
承
推
進
委
員
会
（
島

田
勝
由
会
長
：
委
員
五
六

名
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

文
化
財
の
昇
格
を
目
指
し
て
、

地
域
の
機
運
の
醸
成
、
講
習

会
・
講
座
で
瑞
泉
寺
の
素
晴

ら
し
い
部
分
を
地
域
住
民
や

多
く
の
方
に
広
く
知
っ
て
も

ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

島
田
会
長
は
「
井
波
の
住
民

の
方
々
と
と
も
に
、
も
っ
と

多
く
の
瑞
泉
寺
フ
ァ
ン
を
増

や
し
、
瑞
泉
寺
を
愛
す
る
人

を
創
り
、
育
て
る
こ
と
を
目

指
し
て
総
意
を
形
成
中
」
と

話
さ
れ
ま
す
。

瑞
泉
寺
山
門

瑞
泉
寺
本
堂
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中
山
間
地
域
の
耕
作
放
棄
地
、
休
耕
田
、
夏
の
風
物

詩
と
言
え
ば
ひ
ま
わ
り
畑
が
定
番
、
当
た
り
前
田
の
ク

ラ
ッ
カ
ー
。

県
内
の
代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
城
端
桜
ヶ
池
ク
ァ

ガ
ー
デ
ン
、
氷
見
の
柳
田
、
黒
部
の
前
沢
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
壮
大
な
本
数
を

誇
る
迫
力
で
あ
っ
た
り
、
迷
路
が
あ
っ
た
り
、
能
登
半

島
を
一
望
で
き
る
高
台
な
ど
栽
培
さ
れ
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
っ
た
り
と
鑑
賞
、
楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ
。

今
回
、
ご
紹
介
す
る
魚
津
市
浅
生
の
ス
ー
パ
ー
農
道

沿
い
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
ち
ょ
っ
こ
し
他
と
は
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
い
る
。
栽
培
規
模
は
大
き
い
と
は

言
え
な
い
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
け
れ
ば
、
ひ
ま
わ
り

と
新
幹
線
、
鉄
道
風
景
写
真
が
撮
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
。

上
中
島
地
域
は
２
０
１
９
年
に
「
上
中
島
み
ら
い
会

議
」
を
実
施
、
そ
こ
で
複
数
作
ら
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
ひ
と
つ
新
名
所
の
開
拓
（
ひ
ま
わ
り
の
花
を
植

え
る
）
が
始
ま
り
。
「
上
中
島
お
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
浅
生
」
と
し
て
今
年
は
、
六
月
十
六
日

に
親
子
連
れ
ら
四
十
八
名
が
参
加
し
種
を
蒔
い
た
。
今

年
は
生
育
を
よ
く
す
る
た
め
畦
を
作
っ
た
。
上
中
島
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に
は
「
ひ
ま
わ
り
の

大
き
な
観
察
日
記
」
が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
日
々
、
成

長
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

天
候
に
も
よ
る
が
満
開
、
見
ご
ろ
は
８
月
の
お
盆
の

頃
。
時
刻
表
を
調
べ
て
、
ひ
ま
わ
り
と
新
幹
線
の
ベ
ス

ト
シ
ョ
ッ
ト
を
狙
っ
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
熱

中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
。

※

特
に
駐
車
場
は
な
い
の
で
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
の
か

か
ら
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。
場
所
は
県
道

堀

江
魚
津
線

浅
生
交
差
点
横
の
休
耕
田
。

私
は
と
い
う
と
、
ひ
ま
わ
り
と
言
え
ば
、
ソ
フ
ィ

ア
・
ロ
ー
レ
ン
主
演
の
イ
タ
リ
ア
映
画
「
ひ
ま
わ
り
」

（
１
９
７
０
年
）
が
即
、
思
い
浮
か
ぶ
。
（
世
代
が
わ

か
る
な
）
第
２
次
世
界
大
戦
に
よ
り
引
き
裂
か
れ
た
夫

婦
の
悲
し
い
物
語
、
名
作
で
す
よ
。

写真提供（２枚）は上中島地域振興会 石田 百代さん
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